
開 催 日 時

開 催 場 所

代　表　者 　伊藤順一

司　会　者 　杉田惺

報　告　者
　伊藤順一、嘉山淳平、岩﨑絵美、井坂新哉、ねぎしかずこ、
  青木哲正、山城保男

記　録　者 　井坂新哉

参 加 人 数 16 名

報告内容
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横須賀市議会議長　様

　　　　　　　代表者　　伊藤　順一　　　　　　　　

議会報告会報告書

出 席 議 員

平成２４年４月２３日（月）　午後７時００分～８時３０分

大津コミュニティセンター

平成２４年　５月　２日

（質疑）

地産地消というのであれば、もっと西地域にお金をかけるべきで横須賀の中心街
でやることではないと思うがどうか？

よこすかウォーターサービスはできるのか？

地域自治組織は、削減された案件以外は継続されるのか？

急傾斜地の工事は、目標を持って取り組む必要があるのではないか？

地産地消というが、横須賀でできるのか？

（意見・要望等）

3月11日を境に日本も新しいことをやる必要がある。

主な意見・
要望等

横須賀にはおいしいものがない。もっと健康にまつわるものを生産者に意識して
もらう必要があるのではないか。

自治基本条例はだれが言い出したことか？

災害がれきの受け入れについては、被災地の気持ちになって受け入れるべきでは
ないか？

議会報告会は3回になっているが、今まではどうしていたのか？

大津地域についての説明がないがどうしてか？

　　　上記のとおり報告します。

谷戸の家を少なくすれば、費用の削減ができるのではないか。

行政センターの建て替え、婦人会館、公園の売却などの状況はどうなっているのか？

三笠公園などの巡回バスにお金をかけるのはもったいない。もっと交通の便が悪
いところからどうやって来てもらうかを考える方が大切。

横須賀市ももっと施設の有効利用をする必要があり、人が集まるものにお金を
使ったらどうか。


